
介紹

較
が
な
さ
れ
て
お
り
、
西
氏
の
説
く
様
式
変
化
の

要
因
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
作
業
と
言
え
よ
う
。

こ
の
ほ
か
、
講
演
記
録
と
し
て
、
奈
良
三
彩
の
基

本
意
匠
を
金
属
器
の
模
倣
に
求
め
た
「
奈
良
三
彩

の
造
形
意
匠
に
つ
い
て
」
と
、
平
城
宮
出
土
紀
年

木
簡
と
土
器
の
年
代
決
定
の
関
係
を
論
じ
た
「
紀

年
木
簡
と
土
器
の
年
代
」
を
収
め
る
。

　
1
、
皿
部
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
古
代
の
土
器
に

関
す
る
研
究
に
進
ま
れ
る
以
前
に
、
王
氏
が
著
さ

れ
た
論
考
が
皿
部
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ

は
京
都
大
学
文
学
部
に
提
出
さ
れ
た
卒
業
論
文

で
あ
る
「
縄
文
時
代
の
狩
猟
具
」
で
あ
り
、
い
ま

ひ
と
つ
は
京
都
大
学
考
古
学
研
究
会
で
の
活
動
に

甚一

b
を
お
く
「
御
堂
ケ
池
群
集
墳
出
土
土
器
の
編

年
」
で
あ
る
。
前
者
は
、
扱
っ
た
時
代
、
遣
物
と

も
他
の
難
論
と
は
全
く
異
な
る
が
、
累
積
グ
ラ
フ

を
用
い
て
縄
文
時
代
の
石
器
組
成
を
論
理
的
に
説

明
す
る
部
分
な
ど
、
の
ち
に
西
玩
が
法
蚤
表
を
用

い
て
土
器
の
規
格
を
明
快
に
説
明
し
た
こ
と
と
重

ね
合
わ
せ
る
と
興
味
深
い
。

　
本
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
土
器
に
関
す
る
論
考

は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
問
題
を
扱
っ
て
い
る
が
、

方
法
と
し
て
同
一
の
基
盤
に
立
つ
こ
と
が
弓
取
で

き
る
。
す
な
わ
ち
、
製
作
技
術
や
法
量
規
格
な
ど

の
細
か
な
検
討
か
ら
出
発
し
て
、
土
器
様
式
の
特

質
を
捉
え
、
さ
ら
に
そ
の
背
景
を
な
し
て
い
る
歴

史
的
な
事
象
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
姿
勢
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
と
も
す
れ
ば
方
向
を
見
失
い
が
ち

な
昨
今
の
土
器
研
究
に
対
し
て
、
と
る
べ
き
進
路

を
示
す
揚
針
の
ひ
と
つ
と
し
て
意
義
を
持
つ
も
の

で
あ
ろ
う
。
本
書
に
示
さ
れ
た
土
器
研
究
の
方
向

が
さ
ら
に
継
承
、
発
馬
さ
れ
て
、
ひ
と
つ
の
体
系

と
し
て
結
実
し
、
歴
史
叙
述
の
な
か
に
生
か
さ
れ

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

　
な
お
、
本
書
に
は
、
小
林
行
雄
博
士
に
よ
る
序

文
、
な
ら
び
に
霊
前
に
捧
げ
ら
れ
た
弔
辞
が
収
め

ら
れ
て
お
り
、
西
郷
の
人
柄
が
偲
ば
れ
る
と
同
型

に
、
改
め
て
哀
惜
の
念
が
胸
を
衝
く
。
末
筆
な
が

ら
、
心
よ
り
西
弘
海
氏
の
御
冥
福
を
お
祈
り
し
て
、

紹
介
の
筆
を
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
（
A
5
判
　
二
九
九
頁
　
一
九
八
穴
年
五
月

　
　
　
　
二
二
日
　
真
陽
社
　
三
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
菱
田
哲
郎
　
京
都
大
学
助
手
）

会

出
口

昭
和
六
十
－
一
年
度
盗
難
や
研
究
ム
筑
大
ム
答

お
よ
び
総
会
は
、
予
定
通
り
、
十
一
月

二
日
（
日
）
午
後
一
時
よ
り
楽
友
会
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

公
開
講
演
は
杉
村
邦
彦
、
本
田
實
儒

の
両
氏
に
よ
り
左
記
の
演
題
で
行
な
わ

れ
、
盛
会
裡
に
終
わ
り
ま
し
た
。

楊
守
敬
と
日
本
人
書
家
と
の
交
流

杉
村
邦
彦
氏

ラ
シ
ー
ド
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
の

『
旧
史
』
に
つ
い
て
本
照
實
信
氏
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昭
和
大
十
剛
年
度

　
史
学
研
究
会
大
会
講
演
要
旨

楊
守
敬
と
日
本
人
書
家
と
の
交
流

杉
村
邦
彦

　
今
日
は
「
楊
守
敬
と
日
本
人
書
家
と
の
交
流
」

と
題
し
、
な
る
べ
く
私
の
発
掘
し
た
筆
談
、
書
簡
、

日
記
な
ど
、
な
ま
の
資
料
を
使
い
な
が
ら
話
を
具

体
的
に
進
め
て
ゆ
き
た
い
と
思
う
。

　
楊
守
敬
の
名
が
今
日
東
洋
史
研
究
者
の
間
で
真

っ
先
に
記
億
さ
れ
る
の
は
、
蔵
置
の
藤
道
元
の
著

し
た
『
水
経
注
』
の
最
も
精
細
な
注
釈
、
『
水
経

注
疏
』
の
著
者
と
し
て
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
日
本

近
代
の
書
道
史
に
多
少
と
も
関
心
の
あ
る
人
た
ち

に
は
、
明
治
十
三
年
四
月
、
清
国
の
娼
使
日
本
大

臣
（
正
式
に
は
そ
う
い
っ
た
が
、
以
下
便
宜
上
駐

日
公
使
と
簡
称
す
る
）
何
如
璋
の
招
き
に
応
じ
て

来
日
し
、
同
十
七
年
五
月
に
帰
国
す
る
ま
で
前
後

五
年
間
に
わ
た
っ
て
わ
が
国
に
滞
在
し
、
有
名
な

書
家
、
日
下
部
鳴
鶴
、
巖
谷
一
六
、
松
田
雪
桐
ら

に
い
わ
ゆ
る
北
派
の
書
法
を
伝
え
た
人
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
具
体
的
に
楊

守
敬
が
臼
本
人
と
ど
の
よ
う
な
交
流
を
持
っ
た
の

か
、
あ
る
い
は
楊
守
敬
に
関
す
る
研
究
は
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
ご

く
少
数
の
例
外
を
除
い
て
、
甚
だ
寂
し
い
と
言
わ

ざ
る
を
得
な
い
。

　
ま
ず
資
料
の
一
（
当
鉦
配
布
し
た
資
料
の
番
号
、

以
下
同
じ
）
に
、
楊
守
敬
に
関
す
る
主
な
伝
記
資

料
十
点
を
列
挙
し
て
お
い
た
の
で
、
そ
れ
を
御
覧

頂
き
た
い
。
こ
の
う
ち
、
最
も
信
愚
性
が
高
く
ま

た
最
も
精
彩
に
窟
む
の
は
e
の
楊
守
敬
自
述
の
『

鄭
蘇
老
人
年
譜
』
で
、
寛
統
三
年
（
一
九
一
一
）

十
一
月
頃
ま
で
を
楊
守
敬
自
身
が
書
き
、
そ
れ
以

後
は
門
人
の
熊
会
貞
が
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
「

⇔
の
呉
天
任
『
楊
握
吾
先
生
年
譜
』
は
e
を
も
と

に
し
、
そ
の
他
の
資
料
に
よ
っ
て
増
補
し
た
も
の
。

⇔
の
『
清
史
稿
』
巻
四
八
六
の
楊
守
敬
伝
は
張
裕

剣
伝
に
附
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
簡
単
す
ぎ
て
あ
ま
り
役
に
立
た
な
い
。
む
し
ろ

㈹
の
嚢
同
歯
「
楊
幌
吾
先
生
小
伝
」
（
『
図
面
叢
雨

季
刊
』
第
一
巻
第
四
期
）
が
、
楊
守
敬
の
学
問
と

そ
の
形
成
過
程
を
系
統
的
に
紹
介
し
て
い
て
参
考

に
な
る
。

　
楊
守
敬
は
字
を
慢
吾
、
愚
を
鄭
蘇
老
人
と
い
い
、

道
光
十
九
年
（
一
八
三
九
）
、
す
な
わ
ち
ア
ヘ
ン
戦

争
勃
発
の
前
年
に
湖
北
省
薄
紫
の
商
家
に
生
ま
れ

た
。
わ
か
く
し
て
家
業
を
手
伝
う
か
た
わ
ら
学
問

に
励
み
、
二
十
四
歳
で
郷
試
に
合
格
、
そ
の
後
北

京
で
の
会
試
を
四
十
八
歳
ま
で
に
七
回
も
受
け
た

が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
失
敗
を
重
ね
、
遂
に
科
挙

を
断
念
し
て
著
述
に
専
念
す
る
こ
と
に
し
た
と
、

楊
守
敬
自
身
が
年
譜
の
中
で
記
し
て
い
る
。
そ
し

て
前
述
の
と
お
り
、
下
緒
六
年
（
一
八
八
○
）
す

な
わ
ち
わ
が
明
治
十
一
二
年
か
ら
、
光
緒
十
年
ま
で

わ
が
国
に
滞
在
し
、
朝
野
の
人
士
と
交
流
を
深
め

た
。
帰
国
後
は
、
湖
北
省
の
黄
岡
教
諭
、
黄
州
府

儒
学
教
授
、
武
昌
の
両
湖
書
院
教
習
、
勤
成
学
堂

総
教
長
な
ど
の
学
職
を
歴
任
し
た
。
そ
し
て
、
一

九
一
一
年
に
武
昌
で
革
命
軍
が
蜂
起
す
る
と
、
上

海
の
友
人
の
も
と
に
身
を
寄
せ
、
民
国
三
年
（
一

九
一
四
）
新
た
に
設
置
さ
れ
た
参
政
院
参
政
と
な

っ
て
北
京
に
赴
任
し
た
が
、
そ
れ
も
っ
か
の
間
、

翌
年
七
十
七
歳
で
没
し
た
。

　
楊
守
敬
の
学
問
は
、
金
石
、
書
学
、
地
理
、
目

録
（
す
な
わ
ち
書
誌
）
な
ど
の
各
方
面
に
わ
た
る

が
、
こ
の
う
ち
最
も
早
く
開
花
し
、
晩
年
に
至
る

ま
で
力
を
用
い
た
の
が
金
石
学
と
書
学
で
あ
り
、

つ
い
で
中
年
に
な
っ
て
日
本
へ
来
航
し
た
頃
か
ら

目
録
学
を
研
罰
し
、
晩
年
に
は
地
理
学
に
精
魂
を

傾
け
た
。
ま
ず
、
金
石
、
書
学
に
関
す
る
著
述
に

『
激
素
飛
清
閣
僚
上
記
』
、
『
同
期
昏
乱
』
、
『
望
堂

金
石
文
字
』
初
盤
二
集
、
『
楷
法
身
源
』
（
潜
存
原

160　（160）



ヒ
属講演八

頭
、
楊
守
敬
編
）
、
『
集
帖
目
録
』
、
『
簑
宇
貞
石
図
』
、

『
無
漏
園
法
轄
』
、
『
学
書
遍
雷
』
（
水
野
疎
梅
の
求

め
に
応
じ
て
書
い
た
も
の
）
な
ど
が
あ
り
、
地
理

に
関
す
る
も
の
に
、
前
記
『
水
経
注
疏
』
の
ほ
か
、

『
歴
代
輿
地
図
』
、
『
階
書
地
理
志
放
証
』
、
『
漢
書

地
理
志
補
校
』
、
『
晦
明
軒
稿
』
（
但
し
上
下
二
冊

の
う
ち
下
禰
に
は
金
石
の
序
説
を
収
め
る
）
、
『
水

心
注
図
』
、
『
水
輪
注
疏
要
刷
』
な
ど
が
あ
り
、
目

録
に
関
す
る
も
の
に
『
賓
逸
叢
書
』
、
『
日
本
訪
書

士
心
』
、
『
留
真
譜
』
正
続
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か

に
も
彼
の
乎
で
輯
逸
、
校
刊
さ
れ
た
書
物
が
多
い
。

　
揚
守
敬
が
来
日
し
た
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、

彼
自
身
が
年
譜
の
脇
差
四
十
一
歳
（
愚
挙
五
年
、

明
治
十
二
年
）
か
ら
庚
辰
四
十
二
歳
の
条
に
わ
た

っ
て
詳
し
く
書
き
と
め
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

当
時
北
京
に
滞
在
し
て
い
て
定
職
の
な
か
っ
た
彼

は
、
駐
日
公
使
何
如
璋
か
ら
、
随
員
と
し
て
採
用

す
る
か
ら
日
本
に
来
な
い
か
と
い
う
書
簡
を
も
ら

っ
た
。
そ
こ
で
彼
は
家
族
を
連
れ
て
ま
ず
天
津
か

ら
上
海
に
赴
き
、
海
を
渡
っ
て
日
本
へ
来
た
が
、

何
如
璋
と
副
公
使
の
張
斯
桂
が
仲
違
い
を
し
て
い

た
た
め
、
楊
守
敬
の
随
員
採
用
の
件
も
し
ば
ら
く

お
預
け
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
日
本
へ

は
来
た
も
の
の
、
決
っ
た
仕
事
が
な
い
の
で
、
古

書
店
を
回
っ
た
り
、
学
者
、
文
人
、
書
家
な
ど
と

の
交
際
を
深
め
て
ゆ
く
。

　
翌
明
治
十
四
年
、
講
論
璋
は
任
期
が
満
ち
て
帰

国
す
る
こ
と
に
な
り
、
楊
守
敬
も
こ
の
時
一
緒
に

帰
国
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
代
目

の
公
使
と
し
て
赴
任
し
て
来
た
黎
庶
昌
の
随
員
に

張
流
と
い
う
人
物
が
あ
っ
た
。
こ
の
人
は
楊
守
敬

の
先
輩
張
裕
釧
の
長
男
で
、
か
つ
黎
難
題
の
女
婿

に
も
当
り
、
楊
守
敬
に
あ
て
た
父
裕
釧
の
手
紙
を

携
え
て
来
て
い
た
。
そ
の
お
蔭
で
他
の
館
員
た
ち

は
何
不
落
と
と
も
に
中
国
へ
引
き
上
げ
て
し
ま
っ

た
が
、
楊
守
敬
だ
け
は
日
本
に
残
り
、
日
本
人
と

の
交
流
を
深
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
日
本

の
学
界
や
書
壇
に
と
っ
て
も
実
に
幸
運
で
あ
っ
た

と
言
わ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
年
譜
の
壬
午
四
十
四
歳
の
条
を
見
る
と
、
彼
が

日
本
へ
来
て
驚
ろ
い
た
の
は
、
町
の
古
書
店
に
中

国
で
は
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
珍
ら
し
い
漢
籍

類
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
中
国
か
ら
携

え
て
き
た
漢
魏
六
朝
の
碑
版
や
古
銭
、
笠
島
を
日

本
入
に
手
離
し
、
そ
の
代
価
を
も
っ
て
そ
の
よ
う

な
古
書
を
買
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
黎
撃
高
に
は

『
古
曲
叢
書
』
を
刊
刻
し
た
い
と
の
志
が
あ
り
、

そ
の
仕
事
を
楊
守
敬
に
委
ね
て
い
た
こ
と
も
彼
に

は
好
都
合
で
あ
っ
た
。
当
時
、
日
本
は
文
閣
開
化

の
時
代
で
、
醤
民
の
目
は
お
お
む
ね
欧
米
の
先
進

諸
国
に
向
け
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
カ
ビ
臭
い
漢
籍

な
ど
は
恐
ら
く
二
束
三
文
で
た
く
さ
ん
出
回
っ
て

い
た
に
ち
が
い
な
い
。
揚
守
敬
は
そ
こ
に
羅
を
つ

け
て
買
い
集
め
、
自
分
の
著
書
の
中
で
そ
れ
ら
を

紹
介
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
人
に
と
っ
て
は
あ
ま

り
あ
り
が
た
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
見
方
に
よ
っ

て
は
、
そ
れ
ま
で
わ
が
国
に
埋
も
れ
て
い
た
珍
ら

し
い
古
典
籍
が
中
国
に
も
広
く
紹
介
さ
れ
た
わ
け

で
、
学
問
上
の
功
績
は
や
は
り
大
き
い
と
言
わ
ね

ば
な
る
ま
い
。

　
さ
ら
に
年
譜
の
同
じ
年
に
は
、
「
是
の
時
日
本

の
文
入
と
往
来
の
最
も
密
な
る
者
は
、
巖
谷
修
一

六
、
日
下
部
東
作
鳴
鶴
、
岡
千
身
振
衣
な
り
」
と
あ

る
。
岡
千
倣
は
仙
台
の
人
、
修
史
形
容
修
、
東
京

図
書
館
長
な
ど
を
歴
任
し
、
漢
詩
文
を
よ
く
し
た
。

こ
こ
に
名
前
は
出
て
こ
な
い
が
、
も
う
一
人
重
要

な
人
物
に
松
田
雪
桐
が
あ
る
。
楊
守
敬
は
こ
の
よ

う
な
人
々
と
日
夜
往
来
し
、
交
流
を
深
め
た
。
年

譜
の
民
国
四
年
、
こ
の
条
は
熊
会
貞
の
筆
に
な
る

の
だ
が
、
由
本
寛
山
の
名
も
見
え
、
「
先
後
数
千

里
を
遠
し
と
せ
ず
し
て
来
り
、
業
を
門
に
幽
く
」

と
あ
る
。

　
楊
守
敬
と
一
六
、
及
び
楊
守
敬
と
鳴
鶴
と
の
交

遊
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
の
間
で
か
わ
さ
れ
た
筆
談

が
す
で
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
の
で
（
『
書
芸
』
第
四
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巻
第
十
一
暑
、
『
八
稜
研
斎
言
録
』
な
ど
）
、
こ
こ

で
は
省
略
し
、
松
田
払
物
、
山
本
寛
山
ら
に
関
す

る
漸
し
い
資
料
を
次
に
紹
介
し
た
い
。

　
松
田
雪
桐
は
伊
勢
の
社
家
の
家
柄
で
、
若
い
頃

京
都
に
出
て
貫
名
藤
翁
に
書
法
を
学
ん
だ
。
明
治

十
一
年
、
　
一
六
、
鳴
鶴
に
誘
わ
れ
て
上
京
し
、
麹

町
平
河
町
に
あ
っ
た
一
六
の
屋
敷
の
離
れ
に
単
身

で
寄
寓
し
て
い
た
。
そ
し
て
楊
守
敬
の
来
日
を
迎

え
る
こ
と
に
な
る
。
松
田
家
に
は
、
雪
桐
が
漢
文
、

毛
筆
で
書
い
た
多
く
の
日
記
が
遺
さ
れ
て
い
る
。

資
料
の
8
は
そ
の
『
雪
颪
日
記
』
（
未
刊
）
の
明
治

十
三
年
七
月
十
七
日
の
条
で
、
雪
桐
が
鳴
鶴
、
一

六
、
そ
し
て
島
田
重
根
と
と
も
に
清
国
公
使
館
に

楊
守
敬
を
初
め
て
訪
ね
、
楊
守
敬
が
中
國
か
ら
携

え
て
来
た
漢
碑
の
拓
本
な
ど
を
見
せ
て
も
ら
っ
た

時
の
記
録
で
あ
る
。
（
以
下
詳
し
い
内
容
の
説
明

は
紙
幡
の
都
合
で
圧
縮
し
た
）
。
さ
ら
に
資
料
の

10

ﾍ
、
問
じ
日
記
の
同
年
八
月
二
十
一
日
の
条
で
、

こ
の
臼
の
夕
刻
、
楊
守
敬
が
雲
桐
の
仮
寓
を
訪
ね

て
来
た
と
き
の
面
白
い
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
清
国
公
使
館
に
し
ば
し
ば
出
入
り
し
、
楊
守
敬

と
も
親
し
く
交
っ
た
一
入
に
宮
島
誠
一
郎
が
あ
る
。

幼
名
を
熊
蔵
と
い
い
、
台
北
、
養
浩
堂
と
号
し
た
。

米
沢
藩
士
で
、
幕
末
に
お
け
る
東
北
諸
藩
の
和
平

工
作
に
尽
力
し
、
の
ち
貴
族
院
勅
選
議
員
と
な
っ

た
。
楊
守
敬
と
宮
島
と
の
間
に
か
わ
さ
れ
た
筆
談

は
美
し
い
詩
箋
に
書
か
れ
て
お
り
、
話
題
は
政
局
、

文
学
、
書
法
な
ど
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
。

資
料
1
2
は
そ
の
筆
談
の
一
部
で
、
こ
れ
を
読
む
と
、

当
暗
の
日
本
の
著
名
な
書
家
、
巌
谷
＝
ハ
、
長
三

洲
、
三
条
梨
堂
等
に
つ
い
て
順
次
批
評
を
加
え
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ヤ

あ
と
、
「
貴
邦
の
書
家
、
余
最
も
翼
翼
に
服
す
」

と
し
て
、
貫
名
萩
翁
を
最
も
高
く
評
価
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
蔽
翁
は
当
時
す
で
に
没
し
て
い

た
が
、
恐
ら
く
楊
守
敬
は
鳴
鶴
や
雪
桐
の
家
で
菰

翁
の
書
を
見
る
機
会
が
あ
り
、
そ
の
晋
唐
を
拠
り

所
と
し
た
本
格
的
な
書
を
見
て
感
服
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
楊
守
敬
が
滞
日
中
に
日
本
人

と
交
し
た
筆
談
や
書
簡
で
、
内
容
の
面
白
い
も
の

も
少
な
く
な
い
が
、
時
間
の
都
合
で
省
略
す
る
。

　
明
治
十
七
年
五
月
、
楊
守
敬
の
任
期
が
満
ち
て

帰
揺
す
る
に
際
し
て
、
岡
千
像
と
甥
の
濯
が
同
行

し
た
。
そ
の
時
の
模
様
は
、
岡
千
傍
の
中
国
旅
行

日
記
『
観
光
紀
游
』
の
中
に
い
き
い
き
と
描
か
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、
五
月
昔
九
日
薪
橋
の
停
車
場

を
出
立
、
横
浜
港
か
ら
乗
船
し
た
一
行
は
、
三
十

一
日
の
朝
、
神
戸
港
に
碇
泊
、
領
事
館
で
款
待
を

受
け
た
あ
と
、
出
帆
ま
で
に
ま
だ
少
し
晴
間
が
あ

っ
た
の
で
、
楊
守
敬
は
千
傍
と
と
も
に
汽
車
で
大

阪
へ
赴
き
、
心
斎
橋
の
古
書
店
で
宋
版
の
『
尚
書
』

を
入
手
し
て
喜
ん
だ
と
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
興
味

深
く
記
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
楊
守
敬
と
山
本
寛
山
と
の
交
遊
を
示
す

資
料
の
中
か
ら
二
、
三
を
紹
介
し
た
い
。
寛
山
は

名
を
由
定
と
い
い
、
寛
山
は
そ
の
号
で
、
別
に
聾

鳳
と
も
号
し
た
。
岐
阜
の
人
。
神
谷
轟
轟
に
つ
い

て
書
法
を
学
ん
だ
の
ち
、
鳴
鶴
に
師
事
、
明
治
三

十
五
偏
ヰ
、
一
砺
｛
寸
敬
を
慕
っ
て
中
国
へ
渡
り
、
呉
囚
四

碩
ら
と
も
親
し
く
交
わ
っ
て
見
識
を
深
め
た
。
明

治
末
年
・
に
京
都
へ
移
り
、
関
西
の
書
壇
に
重
き
を

な
し
た
。
寛
山
が
初
め
て
楊
守
敬
を
訪
ね
た
時
の

い
き
さ
つ
は
、
資
料
の
1
6
、
明
治
三
十
五
年
工
臨

十
工
日
に
鳴
鶴
が
寛
山
に
与
え
た
書
簡
に
よ
っ
て

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
寛
山
は

鳴
鶴
に
紹
介
状
を
書
い
て
も
ら
っ
た
上
に
、
さ
ら

に
鳴
鶴
の
勧
め
で
当
時
京
都
に
滞
在
し
て
い
た
旋

回
玉
の
紹
介
状
を
も
携
へ
て
中
国
へ
渡
り
、
楊
守

敬
に
謁
見
し
た
よ
う
で
あ
る
。

　
資
料
1
7
は
、
楊
守
敬
が
寛
山
に
与
え
た
書
簡
の

一
つ
で
、
先
に
寛
山
か
ら
贈
ら
れ
た
『
和
漢
年
表
』

の
礼
を
述
べ
た
あ
と
、
こ
の
年
表
に
は
日
本
の
南

朝
の
年
号
が
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
さ
ら
に

『
和
漢
年
契
』
一
部
を
購
入
し
て
ほ
し
い
と
依
頼

し
た
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
楊
守
敬
は
わ
が
国
庫
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旨講演要
朝
の
記
年
の
あ
る
典
籍
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
す

る
た
め
、
和
漢
対
照
の
年
表
が
必
要
だ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
わ
が
濁
の
古
い
典
籍

や
金
石
文
に
関
心
の
深
か
っ
た
彼
の
面
目
の
一
端

が
偲
ば
れ
る
。

　
資
料
1
8
は
、
楊
守
敬
と
寛
山
と
の
筆
談
で
、
寛

山
が
自
作
の
対
聯
一
点
を
持
参
し
て
批
評
添
削
を

講
う
た
の
に
対
し
て
、
八
分
書
を
書
く
に
は
軟
羊

毫
を
用
い
て
書
く
べ
き
で
、
硬
藁
を
用
い
て
は
い

け
な
い
、
あ
な
た
の
近
目
の
楷
書
は
た
い
へ
ん
よ

ろ
し
く
、
鳴
鶴
と
も
優
劣
が
つ
け
ら
れ
な
い
ほ
ど

だ
、
た
だ
し
糞
壷
の
臨
書
が
足
り
な
い
と
君
っ
て
、

具
体
的
な
助
雷
を
与
え
て
い
る
。

　
資
料
1
9
も
楊
守
敬
が
寛
山
に
与
え
た
葉
書
で
、

寛
山
が
持
参
し
て
批
評
を
請
う
た
自
作
の
行
楷
対

聯
が
た
い
へ
ん
よ
く
で
き
て
い
る
の
で
、
記
念
と

し
て
私
の
方
に
そ
れ
を
頂
戴
し
た
い
と
言
い
、
師

弟
間
の
温
い
交
情
が
偲
ば
れ
る
。

　
資
料
2
0
は
、
日
下
部
家
に
伝
わ
る
逸
品
で
、
鳴

鶴
の
肖
像
に
呉
昌
碩
と
楊
守
敬
が
賛
を
加
え
た
も

の
。
画
面
の
左
下
角
に
「
静
山
」
と
い
う
朱
文
の

落
款
印
が
押
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
筆

者
が
誰
で
あ
る
か
判
り
に
く
い
。
と
こ
ろ
が
資
料

21

y
び
2
3
の
、
寛
山
に
あ
て
た
鳴
鶴
の
書
簡
に
よ

っ
て
、
こ
の
肖
像
の
筆
者
は
陳
年
（
紹
興
の
人
、

北
京
中
国
画
院
副
院
長
、
呉
昌
碩
の
門
下
）
で
あ

り
、
寛
山
が
鳴
鶴
か
ら
借
り
た
そ
の
肖
像
写
真
を

携
え
て
中
皿
へ
渡
り
、
そ
れ
を
正
舷
に
示
し
て
肖

像
画
を
か
い
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
楊
、
飯
島
家
に

賛
を
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

ま
た
楊
守
敬
の
賛
を
読
む
と
、
寛
山
は
同
じ
肖
像

を
二
枚
か
い
て
も
ら
い
、
一
枚
は
自
分
の
も
の
に

し
て
私
淑
の
印
と
し
、
一
枚
は
鳴
鶴
に
贈
っ
た
こ

と
も
明
ら
か
と
な
る
。
資
料
と
し
て
出
し
た
の
は
、

そ
の
う
ち
の
鳴
鶴
本
で
あ
る
。
さ
ら
に
資
料
2
4
の
、

寛
山
に
あ
て
た
鳴
鶴
の
書
簡
を
読
む
と
、
鳴
鶴
自

身
も
こ
の
肖
像
と
題
賛
が
た
い
へ
ん
気
に
入
っ
て

い
た
ら
し
く
、
尊
母
に
附
し
て
自
分
の
八
十
歳
の

賀
麺
に
用
い
た
い
と
い
う
希
望
を
も
ら
し
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
、
楊
守
敬
と
日
本
人
と
の
交
流

を
如
実
に
示
す
資
料
は
少
な
く
な
い
が
、
今
回
は

そ
の
一
端
を
紹
介
す
る
に
留
め
る
。
今
後
、
近
代

の
日
中
文
化
交
流
を
研
究
し
て
ゆ
く
場
合
、
こ
の

よ
う
な
筆
談
、
書
簡
、
賦
記
な
ど
、
当
事
老
の
手

に
な
る
な
ま
の
資
料
を
で
き
う
る
限
り
発
掘
し
、

そ
れ
ら
を
使
っ
た
キ
メ
の
こ
ま
か
い
研
究
の
必
饗

性
を
痛
感
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
教
育
大
学
数
授
、
東
洋
史
学
）

ラ
シ
ー
ド
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
の

『
集
史
』
に
つ
い
て

本
田
實
信

　
ラ
シ
ー
ド
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
フ
ァ
ド
ル
ッ
ラ

ー
フ
（
＝
一
四
七
頃
～
一
三
一
八
）
は
、
イ
ラ
ン
中

央
部
の
ハ
マ
ダ
ン
に
生
れ
、
イ
ル
ハ
ン
宮
廷
の
典

匿
と
な
っ
た
が
、
フ
ラ
グ
・
ウ
ル
ス
第
七
代
の
君

主
ガ
ザ
ソ
・
ハ
ソ
（
在
任
＝
一
九
五
～
＝
二
〇
四
）

に
見
出
さ
れ
て
、
そ
の
宰
相
（
在
位
一
二
九
八
～

一
三
一
七
）
と
な
り
、
ガ
ザ
ソ
の
改
革
政
治
の
立

案
・
実
施
を
担
当
し
た
。
さ
ら
に
ガ
ザ
ソ
の
弟
で
、

次
代
の
イ
ル
ハ
ソ
と
な
っ
た
オ
ル
ジ
ェ
イ
ト
・
ハ

ソ
（
｛
仕
位
一
三
〇
四
【
～
一
一
二
一
六
）
を
輔
弼
し
、

モ
ン
ゴ
ル
政
権
下
に
お
け
る
イ
ラ
ン
社
会
の
安
定

と
イ
ラ
ン
文
化
の
発
展
に
尽
痒
し
た
。
し
か
し
オ

ル
ジ
ェ
イ
ト
の
子
ア
ブ
ー
・
サ
イ
ー
ド
が
即
位
す

る
に
及
ん
で
、
ラ
シ
ー
ド
は
罷
免
さ
れ
、
先
帝
毒

殺
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
て
処
刑
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
さ
て
イ
ス
ラ
ム
教
に
改
宗
し
な
が
ら
も
、
モ
ン

ゴ
ル
の
伝
統
を
堅
持
し
よ
う
と
し
た
ガ
ザ
ソ
・
ハ

ソ
は
、
己
の
「
佳
い
名
」
を
後
世
に
残
す
た
め
、

宰
相
ラ
シ
ー
ド
に
モ
ン
ゴ
ル
史
の
編
纂
を
命
じ
た
。

ラ
シ
ー
ド
は
鋭
意
こ
の
編
纂
事
業
に
嘉
つ
た
が
、
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ガ
ザ
ン
在
世
中
に
は
完
成
に
至
ら
な
か
っ
た
。
オ

ル
ジ
ェ
イ
ト
・
ハ
ン
は
モ
ン
ゴ
ル
史
と
併
せ
て
さ

ら
に
世
界
史
を
編
纂
す
る
こ
と
を
命
じ
た
。
一
三

一
〇
一
【
一
年
稿
成
っ
て
梱
ラ
シ
ー
ド
は
こ
れ
を

オ
ル
ジ
ェ
イ
ト
に
捧
呈
し
た
。
こ
れ
が
『
集
史

（
闘
欝
帥
．
鎮
肖
雪
く
鍵
一
浪
）
』
で
あ
る
。

　
『
集
史
』
の
内
容
は
、
現
行
『
集
史
』
の
序
文

に
よ
れ
ば
、
第
一
篇
モ
ン
ゴ
ル
史
、
第
二
篇
世
界

史
、
第
三
篇
地
理
誌
で
あ
る
。
第
三
篇
地
理
誌
は

現
存
の
『
集
史
』
写
本
の
い
ず
れ
に
も
含
ま
れ
て

お
ら
ず
未
発
見
で
あ
る
。
或
は
執
筆
さ
れ
な
か
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
第
一
榊
篇
モ
ン
ゴ
ル
史
は
、
ト
ル
コ
・
モ
ン
ゴ
ル

諸
部
族
誌
、
チ
ソ
ギ
ス
・
ハ
ン
の
祖
先
、
チ
ン
ギ

ス
自
身
、
チ
ソ
ギ
ス
の
子
孫
の
歴
史
か
ら
成
り
、

十
四
世
紀
初
年
に
至
る
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
の
根
本

史
料
で
あ
る
。
特
に
ト
ル
コ
・
モ
ン
ゴ
ル
諸
部
族

誌
に
は
、
他
書
に
見
出
さ
れ
ぬ
独
自
の
記
事
が
含

ま
れ
て
い
る
。
末
尾
の
ガ
ザ
ン
・
ハ
ン
紀
は
ラ
シ

ー
ド
の
同
時
代
史
で
あ
り
、
親
し
く
仕
え
た
ガ
ザ

ソ
・
ハ
ソ
に
つ
い
て
の
詳
細
な
記
事
と
、
宰
相
と

し
て
実
施
し
た
諸
事
業
に
つ
い
て
の
精
密
な
記
録

が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
第
二
篇
は
二
部
か
ら
成
り
、
第
一
部
に
は
、
イ

ス
ラ
ム
以
前
の
イ
ラ
ン
古
代
史
、
預
言
者
ム
ハ
ン

マ
ド
か
ら
ア
ヅ
バ
ー
ス
朝
に
至
る
イ
ス
ラ
ム
史
、

及
び
ガ
ズ
ナ
朝
、
セ
ル
ジ
ュ
ー
ク
朝
、
ホ
ラ
ズ
ム

シ
ャ
当
朝
、
　
サ
ル
グ
ー
ル
朝
、
　
イ
ス
マ
イ
ル
派

（
西
方
の
フ
ァ
ー
テ
ィ
マ
朝
、
東
方
の
暗
殺
者
教

国
）
の
イ
ス
ラ
ム
諸
王
朝
史
が
含
ま
れ
る
。
第
二

部
は
世
界
諸
民
族
史
と
も
称
す
べ
き
も
の
で
、
r

ω
オ
グ
ズ
史
　
②
ヒ
タ
イ
史
（
仏
陀
伝
を
含
む
）

③
イ
ス
ラ
エ
ル
史
　
㈹
フ
ラ
ン
ク
史
　
㈲
イ
ン
ド

史
（
シ
ャ
カ
ム
引
倒
を
含
む
）
か
ら
成
る
。
第
一

部
に
は
他
の
史
書
に
見
出
さ
れ
な
い
独
自
の
記
事

も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
概
し
て
言
え
ば
依
拠
史
料

の
あ
る
編
纂
も
の
で
あ
り
、
機
成
も
前
例
に
依
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
第
二
部
は
、
非
イ
ス
ラ

ム
圏
の
諸
民
族
の
歴
史
で
あ
り
、
従
来
の
イ
ス
ラ

ム
史
学
の
枠
外
に
食
み
出
す
も
の
で
あ
る
。
ヒ
タ

イ
史
は
漢
籍
か
ら
の
、
イ
ス
ラ
エ
ル
史
は
ヘ
ブ
ラ

イ
語
か
ら
の
、
フ
ラ
ン
ク
史
は
ラ
テ
ン
語
か
ら
の
ハ

イ
ソ
ド
史
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
か
ら
の
ペ
ル
シ

ヤ
語
訳
で
あ
る
。

　
ラ
シ
ー
ド
は
さ
ら
に
ペ
ル
シ
ア
語
本
『
集
史
』

を
正
本
と
し
て
、
そ
の
ア
ラ
ビ
ア
語
訳
を
作
成
さ

せ
た
。

　
『
集
史
』
の
重
要
性
は
夙
に
認
識
さ
れ
、
西
欧

各
国
で
は
そ
の
良
写
本
の
収
集
、
校
定
テ
キ
ス
ト

の
作
成
、
翻
訳
に
多
大
の
努
力
が
注
が
れ
て
き
た
。

校
定
・
訳
註
に
就
い
て
は
、
　
国
・
ρ
奏
ヰ
。
旨
曾
漁

H
．
客
¢
d
禽
。
暗
静
同
陰
○
．
切
8
≦
昌
Φ
”
国
●
し
d
ざ
。
げ
①
幽

囚
．
重
げ
P
跨
げ
日
。
侮
跨
げ
①
掌
　
跨
諺
．
》
ロ
N
p
儀
ρ

騨
a
》
謄
げ
碧
な
ど
の
イ
ラ
ニ
ス
ト
達
の
名
を
逸

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
今
、
私
は
ラ
シ
ー
ド
の
『
斎
宮
』
に
関
連
し
て

次
の
よ
う
な
研
究
計
画
を
持
っ
て
い
る
。

　
O
　
ラ
シ
ー
ド
の
伝
記

　
ラ
シ
ー
ド
処
刑
の
後
、
そ
の
一
族
は
禅
機
し
た

が
、
ア
ブ
；
・
サ
イ
ー
ド
治
世
後
半
に
は
、
長
子

ギ
ヤ
ー
ス
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ソ
が
宰
相
に
任
ぜ
ら
れ

て
お
り
（
在
任
一
三
二
七
～
＝
二
三
六
）
、
ラ
シ
ー

ド
の
政
治
理
念
が
復
活
し
て
い
る
。
ラ
シ
ー
ド
伝
r

は
彼
の
生
涯
ば
か
り
で
な
く
、
十
三
～
十
四
世
紀

の
イ
ス
ラ
ム
史
、
イ
ラ
ン
史
の
上
で
位
置
づ
け
ら

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ラ
シ
ー
ド
に
は
『
集
史
』
の

他
に
神
学
作
品
が
あ
り
、
さ
ら
に
漢
語
医
薬
書
の

ペ
ル
シ
ア
語
訳
『
イ
ル
ハ
ソ
の
珍
貴
の
書
』
、
　
チ

ン
ギ
ス
家
の
系
譜
及
び
后
妃
・
部
族
長
の
表
で
あ

る
『
五
境
燃
説
㎜
』
が
あ
り
、
『
ラ
シ
ー
ド
書
簡
集
』

も
遺
っ
て
い
る
。
近
年
ラ
シ
ー
ド
自
筆
の
寄
進
文

書
≦
9
導
き
騨
巴
曽
占
方
ρ
げ
、
占
男
霧
訂
岳
が
発
見

さ
れ
た
。
ラ
シ
；
ド
に
関
連
す
る
史
料
は
そ
の
他

に
も
多
々
存
す
る
。

　
⇔
　
『
集
魚
』
の
邦
訳
と
注
釈
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『
集
史
』
全
篇
の
大
部
分
が
活
字
本
で
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
内
の
良
好

な
テ
キ
ス
ト
を
底
本
に
し
て
邦
訳
を
続
け
て
い
る
。

た
だ
活
字
本
に
拠
る
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
る
。

原
写
本
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
く

る
。
既
に
小
林
高
四
郎
博
士
に
よ
っ
て
『
集
史
』

の
最
古
・
最
良
の
写
本
で
あ
る
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

・
ト
プ
カ
ピ
サ
ラ
イ
所
蔵
本
の
写
真
が
我
が
国
に

将
来
さ
れ
、
東
洋
文
庫
に
備
え
ら
れ
て
お
り
、
測

り
知
れ
な
い
恩
恵
を
蒙
っ
て
い
る
。
ト
プ
カ
ピ
サ

ラ
イ
本
は
ラ
シ
ー
ド
在
世
中
の
＝
二
一
七
年
に
バ

グ
ダ
ー
ド
で
作
成
さ
れ
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
の
写
本
系
統
と
し
て
は
、
テ
ィ
ム
ー

ル
朝
シ
ャ
ー
冒
フ
治
下
の
ヘ
ラ
ー
ト
に
お
い
て
、

ハ
ー
フ
ィ
ズ
・
ア
ブ
ル
ー
（
一
四
三
〇
没
）
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
再
訂
本
に
由
来
す
る
も
の
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、
ト
プ
カ
ピ
サ
ラ
イ
本
複

写
の
他
に
、
大
英
図
書
館
、
イ
ン
ド
庁
図
書
館
、

テ
ヘ
ラ
ン
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
『
集

史
』
写
本
の
写
真
を
利
用
し
得
る
が
、
こ
れ
で
は

不
足
で
あ
り
、
な
お
そ
の
他
の
す
ぐ
れ
た
写
本
の

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
入
手
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
な
お
邦
訳
に
当
っ
て
は
、
ジ
ュ
ヴ
ァ
イ
ニ
ー

の
『
世
界
征
服
者
の
歴
史
』
、
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
フ
の

『
歴
史
』
の
他
に
、
ラ
シ
ー
ド
の
『
集
史
』
に
依

拠
し
て
い
る
『
バ
ナ
カ
テ
ィ
ー
史
』
、
　
ム
ス
タ
ウ

フ
ィ
ー
の
『
選
史
』
な
ど
も
参
照
し
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。

　
『
集
史
』
の
文
章
は
平
明
で
あ
り
、
難
渋
な
文

体
で
は
な
い
。
し
か
し
固
有
名
詞
の
読
み
方
は
な

か
な
か
決
定
し
難
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
モ
ン
ゴ

ル
語
乃
至
ト
ル
コ
語
に
由
来
す
る
術
語
が
多
用
さ

れ
て
お
り
、
そ
の
原
義
を
よ
く
理
解
し
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
フ
ラ
グ
・
ウ
ル
ス
国
制
の
史
料
集

と
も
言
う
べ
き
ナ
フ
チ
ェ
ヴ
ァ
ー
二
一
の
『
書
記

規
範
』
も
『
集
計
』
研
究
に
不
可
欠
の
文
献
で
あ

る
。

、
昭
和
六
剛
年
度
科
挙
研
究
費
補
助

金
（
研
究
成
果
公
開
促
進
費
）
の

受
領
に
つ
い
て

　
昭
和
六
一
年
度
の
史
林
の
刊
行
費
の
一
部

と
し
て
、
文
部
省
学
術
国
際
局
か
ら
昭
和
六

一
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究
成
果
公

開
促
進
費
）
の
交
付
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

編
集
後
記

　
本
号
は
、
薪
改
築
な
っ
た
京
都
大
学
附
属
博
物

館
で
の
記
念
す
べ
き
第
一
回
編
集
号
で
す
。
私
が

約
一
年
半
前
に
編
集
委
員
に
な
っ
た
頃
、
博
物
館

（
陳
列
館
）
は
建
造
中
。
そ
れ
で
編
集
会
議
は
、

京
大
会
館
や
楽
友
会
館
、
発
明
セ
ン
タ
ー
の
貸
会

議
室
を
転
転
と
し
て
い
ま
し
た
。
今
号
か
ら
は
ず

っ
と
博
物
館
で
編
集
会
議
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
場
所
を
間
違
え
て
遅
刻
す
る
編

集
委
員
（
長
）
も
な
く
な
る
で
し
ょ
う
。

　
前
号
ま
で
順
調
だ
っ
た
発
行
ペ
ー
ス
が
、
本
号

か
ら
大
幅
ダ
ウ
ン
に
な
り
そ
う
で
す
。
会
員
の
皆

様
に
は
、
何
卒
御
容
赦
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
光
春
）

｝航

b
箪
二
朋
二
藷
翻
定
廼
o
o
O
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
料
五
〇
円

　
・
更
　

一
杯
　
第
六
九
巻
第
紹
丹
（
通
巻
第
蕊
露
八
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
音
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
人

印
刷
所

三韓史
村雫長

簾裂離

套斡究
社重臣妻会
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